
 令和６年度 山形県立北村山高等学校 文化部活動方針 

令和６年４月１日より施行 

 

１ 基本方針 

   知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」を育む、「日本型学校教育」の意義を踏

まえ、生涯にわたって学び、芸術文化等の活動に親しみ、多様な表現や鑑賞の活動を通し

て、豊かな心や創造性の涵養を目指した教育の充実に努めるとともに、バランスのとれた

心身の成長と学校生活を送ることができるようにする。 

文化部活動の多様性に留意し、可能な限り、生徒の多様なニーズに応じた活動が行われ

るよう、実施形態などの工夫を図る。 

 

２ 文化部活動の休養日及び活動時間について 

 （１）休養日 

   ○平  日：１日以上 

   ○週 休 日：１日以上 

    ※下記に示す強化指定部は、週１日の休養日を設けたうえで、もう 1日の休養日を

振替える。 

 （２）活動時間 

   ○平  日：２時間程度 

   ○週休日等：３時間程度 

    ※下記に示す強化指定部は、活動時間について、生徒に過度な負担とならないよう

に配慮しつつ若干の延長をすることができる。 

 （３）長期休業中の休養日 

    原則として上記休養日と同様とするが、ある程度長期の休養期間（オフシーズン） 

を設け、年間活動計画に示す。 

 （４）その他 

   ○定期考査１週間前は部活動休止とする。 

   ○目標とする大会前に強化期間（大会２週間前から）として休養日を週１日と設定す

る場合は、設定できない休養日を他の週に振替え、年間活動計画に示す。 

   ○強化期間の７日間を、延長許可願いの申請を条件に３０分程度の活動延長を認める。 

 

３ 大会参加、県外遠征等について 

 （１）部活動として参加できる大会は、校長が許可する高文連、共催、後援の大会とする。

その他の大会についても同様とする。 

 （２）大会に参加する場合や合宿等を実施する場合は、公欠許可願いを遅くとも実施１週

間前を目処に提出する。 

 （３）主催者が高等学校文化連盟以外の大会に参加する場合や、合宿を計画する場合は、

「参加許可申請書」を県教育局高校教育課文化部担当まで提出する。 

 



４ 年間計画及び活動実績について 

 （１）活動計画の提出及び点検 

    文化部顧問は、４月の指定された期日までに年間計画を作成して提出するとともに、

学期ごと部活動運営委員会の点検を受ける。 

    ※部活動運営委員会は教頭を委員長、生徒指導主事を事務局長とし、生徒保健課職

員、保健主事、養護教諭、事務部職員で構成する。 

 

 （２）活動実績の提出 

    文化部顧問は、３月末日までに年間の活動実績を提出する。 

 

５ 強化指定部 

 （１）強化指定部の指定 

   ○学校の特色を活かすために、通年で独自の休養日・活動時間を設定して活動する 

校長が認めた部活動を強化指定部とする。 

  

（２）令和６年度の強化指定部 

   〇なし 

 

６ その他 

   ○部費の取り扱いについては、保護者会の存在する部は会計管理を極力保護者会に 

一任する。保護者会のない部は顧問が会計事務処理を行うが、『部活動「部費」会

計事務処理基準（平成２０年３月策定）』に則り適正に処理するものとする。 

   ○外部指導者については、年度当初に部活動運営委員会まで申請をし、認定を受けた

指導者を学校長が委嘱する。 

    

 ※上記以外の事項については、山形県教育委員会の方針に則って実施する。 

 

上記方針は平成３１年４月１日より実施する。 

 


